
学習 MAP、目的別学習スペースをご紹介。

先輩たちおすすめの周辺ガイドも必見！

難関試験対策や資格取得、英語力UP、ボランティア等々、

目的に合わせて授業外でも効果的に学ぼう

授業外の学び場

キャンパス
徹底紹介

学び場
大学の施設や学びのプログラムを使いこなせ
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﹁
学
生
が
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹂ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
大
学
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。様
々
な
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ネ
ッ
ト
っ
て
何
？

ピ
ア
ネ
ッ
ト

出
会
い
と
成
長
の
場
で
あ
る
ピ
ア
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
よ
う

2

0

2

0

P.1

ピ
ア
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

12
の﹁
基
礎
能
力︵
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
︶﹂を
伸
ば
し
ま
せ
ん
か
？

P.2

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
れ
る
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
す
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紹
介

P.3 〜 6

ピ
ア
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー



ピアネットって何？

02 01

ピ
ア
ネ
ッ
ト
は 

学
生
ス
タ
ッ
フ
活
動（
ユ
ニ
ッ
ト
）の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

の
こ
と
で
す
。

法
政
大
学
で
は
、
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
K
Y
O
P
R
O
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
、障
が
い
学
生
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、

学
生
F
D
ス
タ
ッ
フ
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
、

学
習
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
学
生
ス
タ
ッ
フ
、サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、な
ど
10
以
上
の

ユ
ニ
ッ
ト
が
市
ケ
谷
、多
摩
、小
金
井
の
3
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
横
に
連
携
し
、
新
た
な
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
の
が
ピ
ア

ネ
ッ
ト
で
す
。

ど
ん
な
活
動
？

活
動
の
基
本
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動
に
な
り
ま

す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
活
動
内
容
は
異
な
る
の
で
、

活
動
の
詳
細
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ピ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
、
年
１
〜
2
回
の
共

通
研
修
を
通
じ
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
交
流
、
ピ
ア
ネ
ッ
ト
合
同
企
画
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に

な
る
に
は
？

各
ユ
ニ
ッ
ト
紹
介
の

詳
細（
活
動
内
容
、ス

タ
ッ
フ
募
集
時
期
、問

い
合
わ
せ
先
、
な
ど
）

を
確
認
し
た
ら
、
あ

と
は
興
味
の
あ
る
ユ

ニ
ッ
ト
の
問
い
合
わ

せ
先
に
G
O
! 

ま

ず
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
に

な
る
と

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
？

ピ
ア
ネ
ッ
ト
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
活
動
で
は
、
自
分
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

反
映
さ
れ
る
楽
し
さ
な
ど

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
中
で
、各
ユ
ニ
ッ
ト

の
活
動
や
共
通
研
修
を
通

じ
て
12
の
ピ
ア
ネ
ッ
ト
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
能
力
）
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
能
力
は
、
社
会
に
出

て
す
ぐ
に
役
立
つ
能
力
な
の

で
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

を
通
じ
て
自
身
の

成
長
を
目
指
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ピ
ア
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

ピ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
を
通
じ
て
、
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

　
の「
基
礎
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
を
身
に
つ
け
よ
う
！

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
身
に
つ
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
力
」

自
ら
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
！

「
得
意
分
野
」
を
も
と
う
！

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

チ
ー
ム
が
同
じ
方
向
に
向

か
う
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー

が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
力

だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
フ
ォ
ロ
ア
ー

シ
ッ
プ
、メ
ン
バ
ー
が
お
互
い

を
意
識
し
て
行
動
す
る
配

慮
力
、
達
成
感
を
み
ん
な
で

共
有
す
る
協
働
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、

総
合
的
な「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
」

が
向
上

し
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

「
業
務
」と
は
、毎
年
同
じ
事

を
や
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

常
に
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
継
続

的
な
活
動
が
生
ま
れ
る
の
で

す
。
ま
ず
、
自
分
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
な
い
か
と
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
過
程

で「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」が
培

わ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

　
管
理
能
力

学
生
時
代
は
一
見
ヒ
マ
な
よ

う
で
、実
は
授
業
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
友
達
の
付
き
合
い
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
多
忙
で
す
。そ
ん

な
中
で
、自
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
が
で
き
な
い
と
ピ
ア

ネ
ッ
ト
の
活
動
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
に
、複
数
の
メ
ン
バ
ー

が
協
働
す
る
過
程
で
は
、
自

ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
だ

け
で
な
く
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
調
整
す
る
能
力
が
鍛
え

ら
れ
て
い
き

ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ 

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

相
手
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
聴

き
取
る「
傾
聴
力
」、
自
分
の

気
持
ち
を
的
確
な
言
葉
と

し
て
伝
え
る
「
日
本
語
運
用

能
力
」、
基
本
的
な
挨
拶
か

ら
始
ま
っ
て
、
き
ち
ん
と
し

た
敬
語
の
使
い
方
な
ど
が
大

切
で
す
。
ピ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
、

社
会
人
な
ら
当
然
身
に
つ
け

る
べ
き「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
」
を
体
得

で
き
ま
す
。

　
主
体
性

物
事
に
対
し
て
、自
ら
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢

が「
主
体
性
」で
す
。人
か
ら

頼
ま
れ
た
か
ら
や
っ
た
、
何

と
な
く
成
り
行
き
で
参
加

し
た
、と
言
う
姿
勢
は「
主
体

的
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
成

長
は
自
ら
が
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
で
は
じ
め
て
得
ら

れ
ま
す
。
ピ
ア

ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
主
体
性
を
高

め
、
自
ら
の
成

長
を
遂
げ
て
下

さ
い
。

　
プ
レ
ゼ
ン
・
ス
キ
ル

ピ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
、
会
議
・

打
ち
合
わ
せ
、広
報
活
動
、プ

ロ
グ
ラ
ム
開
催
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
自
分
た
ち
の
意

見
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、相
手
に

判
り
や
す
く
伝
え
る
能
力
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

紙
媒
体
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・

W
e
b
等
の
複
数
の
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
、
自
分
の
考
え

を
他
人
に
判
り

や
す
く
伝
え
る

プ
レ
ゼ
ン
・
ス

キ
ル
が
向
上
し

ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
、一
人

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
チ
ー
ム
が
行
き
詰
ま
っ

た
と
き
に
、
新
た
な
リ
ー

ダ
ー
が
登
場
す
る
こ
と
で

チ
ー
ム
の
危
機
を
救
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
意
思
を
最
後
ま
で

貫
く「
完
遂
力
」や
、
そ
の
時

つ
い
て
く
る
メ
ン
バ
ー
の
気

持
ち
を
推
し
量
る
「
他
者
理

解
力
」を
磨
き
、
い
つ
で
も
、

自
分
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

心
構
え
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　
完
遂
力

「
や
り
と
げ
る
力
」が「
完
遂

力
」
で
す
。
物
事
は
、
最
後

ま
で
完
遂
す
る
こ
と
で
は

じ
め
て
結
果
が
得
ら
れ
ま

す
。「
根
性
」も
大
切
で
す
が
、

「
根
性
」
だ
け
で
で
き
る
企

画
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
あ
る
程
度
の
割
り

切
り
を
持
っ
て
最
後
ま
で
突

き
詰
め
る
、
そ
の
割
り
切
り

こ
そ
が「
完
遂
力
」

に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
情
報
発
信
力

情
報
処
理
能
力
が
、さ
ま
ざ

ま
な
局
面
で
重
要
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
す
が
、
ピ
ア

ネ
ッ
ト
活
動
で
は
多
く
の
学

生
に
対
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

発
信
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

単
に
、
I
T
ス
キ
ル
に
優

れ
て
い
る
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
き
ち
ん
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
定
め
た
情
報
発
信
が
で

き
る
か
ど
う
か
等
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
発
想
も
取
り
入

れ
た
情
報
発
信
力
を
身
に

つ
け
ら
れ

ま
す
。

　
許
容
力

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
は
、
時
と

し
て
、
自
分
が
望
ま
な
い
活

動
に
も
参
加
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分

と
異
な
る
基
準
を
持
つ
人

間
と
一
緒
に
事
を
進
め
る
た

め
に
は
「
許
容
力
」
が
必
要

な
の
で
す
。
ピ
ア
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、「
許
容

力
」を
高
め
て

下
さ
い
。

　
ク
リ
エ
イ
ティ
ビ
ティ
ー

全
く
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め

る
こ
と
を
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、決
め
ら
れ
た
ル
ー
テ
ィ

ン
の
中
に
も
小
さ
な
「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
」
の
積

み
重
ね
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
今
度
は
こ
う
変
え
て
み

た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
？ 

そ
ん
な
、
小
さ
な
「
工
夫
」

こ
そ
が
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
」
を
高
め
、
活
動
を

進
化
さ
せ
る
の
で
す
。

　
フ
ァ
シ
リ 

　
テ
ー
シ
ョ
ン
力

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
活
性
化
す
る
」
と
い
う
意

味
で
す
。
ピ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
、

ミ
ー
ティ
ン
グ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を「
活
性
化
す
る
」高
い
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
要

求
さ
れ
る
の
で
、自
然
と
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

が
向
上
し
て
ゆ
き
ま
す
。

自
己
成
長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
力

ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ

グループワークの様子

活動報告の様子

ピアネットで
基礎能力UP!

在
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
本
学
に
入
学
し
た
と
き
か
ら
、

「
法
政
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

在
学
生
だ
け
で
も
約
2
万
9
千
人
が
在
籍
し
、
卒
業
生
、

教
職
員
ま
で
加
え
る
と
実
に
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な

り
ま
す
。
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
共
存
す
る
中
で
、
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見

つ
け
、
そ
こ
を
「
自
分
の
居
場
所
」
と
し
て
快
適
な
大
学

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
書
「
ピ
ア
ネ
ッ
ト 

ガ
イ
ド
」
で
は
、
先
に
述
べ
た
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
大
学
の

業
務
を
通
じ
て
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
作
ら
れ

た
10
を
超
え
る
代
表
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
本
学
に
は
、
も
と
も
と
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
の
仲
間

が
別
の
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
、
ピ
ア
（
P
e
e
r
：

仲
間
）
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
2
0
0
7

年
に
は
、
本
学
の
正
式
な
事
業
と
し
て
「
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
P
S
C
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
2
0
1
2
年
に
は
、
P
S
C
を
全
学
的
に
発
展
さ

せ
、
学
生
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
や
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
す
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
連
携
を
図
る
た
め
の

組
織
と
し
て
「
ピ
ア
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
す
る
に
至
り
、
ピ

ア
ネ
ッ
ト
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
は
第
２
回
ピ
ア
ネ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、
現
在
で
は
多
く
の
部
局
に
お
い
て
教
職
員
と
協

働
で
5
0
0
名
を
超
え
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
通
じ
た
学
生
の

成
長
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
で
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
学

生
が
、
今
度
は
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
と
し
て
学
生
ス

タ
ッ
フ
活
動
に
参
加
す
る
「
循
環
」
も
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
本
学
は
、
今
後
も
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
で
、学
生
の
成
長
と
と
も
に「
法
政
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
書
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
「
居
場
所
」
発
見

の
一
助
と
な
り
、「
ピ
ア
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

	

2
0
2
0
年
4
月
吉
日

総長挨拶
法政大学総長　田中 優子
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Q	

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？ 

参
加
費
用
は
？

A	

学
部
生
で
あ
れ
ば
所
属
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

に
か
か
わ
ら
ず
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一

部
鑑
賞
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

Q	

ど
こ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
？

A	

大
学
内
の
掲
示
板
や
法
政
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Q	

申
し
込
み
は
必
要
？

A	

基
本
的
に
は
申
込
制
で
す
。
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
生
活
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
（
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
W
e
b
申

し
込
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
）。
申
し
込
み

が
不
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
掲
示
板
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

Q	

一
人
で
参
加
し
て
も
大
丈
夫
？

A	

一
人
で
の
参
加
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
で
す
。

様
々
な
学
年
、
学
部
学
科
の
学
生
た
ち
や
留

学
生
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

Q	

私
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
ま
す
！

A	

一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

ま
ず
は
詳
細
な
説
明
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

見
学
か
ら
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
生
活

課
で
「
K
Y
O
P
R
O
の
活
動
に
興
味
が

あ
り
ま
す
」
と
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

課外教養プログラムの
お申し込み・お問い合わせ

学生センター
●市ケ谷学生生活課（外濠校舎1階）	
　03-3264-9475
●多摩学生生活課（EGG DOME2階）	
　042-783-2152
●小金井学生生活課（管理棟 2階）
　042-387-6011

2019 年度は 44 のプログラムに、約 3,000 名が参加しました！

応援団と一緒に法政大学野球部の応援をし
ました。

法政スポーツを応援しよう！
－東京六大学野球応援－

博報堂スピーチライター直伝！
伝わらないをなくす話し方の極意

KYOPROスタッフ発
案
企
画

普段なかなか入る事の出来ないブルガリア大
使館にて、民族衣装試着体験や伝統料理試
食をしました。

パスポートのいらない
ブルガリア

KYOPROスタッフ発案企画

法政大学三曲会による演奏を鑑賞し、三味
線・箏・尺八の楽器演奏体験をしました。

三曲体験教室
サークル協力プログラム

 KYOPRO って？
プログラムを教職員と協働しな
がら企画し、運営する課外教養
プログラムプロジェクトを略して
KYOPRO と呼んでいます。＜ KYOPRO にしかできない楽しい
学びを提供し、学生の成長につなげる＞ことをミッションとして
掲げ、様々なプログラムを企画、運営しています。

課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ

正
課
授
業
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い
法
大
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は「
課
外
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」「
歴
史
・
文
化
」「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」な
ど
と
幅

広
く
、
い
つ
も
の
授
業
と
は
一
味
違
っ
た
体
験
が
で
き
ま
す
。
課
外
教
養
プ
ロ

グ
ラ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ（
K
Y
O
P
R
O
ス
タ
ッ
フ
）は
、「
課
外
教

養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
企
画
・
運
営
を
通

じ
て
、「
参
加
者
間
の
交
流
」
と
「
学
び

の
き
っ
か
け
づ
く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、企
画
の
立
案
や
講
師
と
の
や

り
取
り
な
ど
、
実
践
的
な
活
動
か
ら「
社

会
人
基
礎
力
」が
身
に
つ
き
ま
す
。

学
年
を
問
わ
ず
、い
つ
で
も
、誰
で
も
、や

り
た
い
と
思
っ
た
時
に
加
入
で
き
ま
す
。

「
仲
間
た
ち
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を

し
て
み
た
い
！
」と
い
う
方
は
も
ち
ろ
ん
、

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
生
活
課
に
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
希
望
す
れ
ば
随
時
説
明
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

◆活動目的...........................................
教職員と協働して「課外教養プロ
グラム」を企画し、当日の運営ま
で担当します。
◆活動頻度・活動期間.....................
キャンパスごとのミーティング（週
1・2回）、3キャンパス合同ミーティ
ング（月 1 回）を基本とし、状況
に応じてサブミーティング（不定
期）を実施しています。
◆昨年度の活動人数・学年構成など....
1 ～ 4 年生まで、3 キャンパス合
わせて約 90 名が活動しています。

◆スタッフ募集時期・方法..............
常時募集しています。希望者は各
キャンパスの学生生活課でお申し
込みください。
◆ホームページ...................................
http://www.hosei.ac.jp/
gakuseishien/project/kagai/
◆スタッフ募集に関する
　問い合わせ先...................................
学生センター市ヶ谷学生生活課 
03-3264-9475

市ケ谷、多摩、小金井の 3 キャンパスを法政
バスで巡りました。

3 キャンパスバスツアー
KYOPROスタッフ発案企画

パラリンピック出場
を目指す学生が、
パラスポーツの紹介
と自身のこれまで
の体験について語
りました。

パラスポーツの魅力！
東京２０２０を目指す私が教えます！

私が教えます！とは？
講師は学生！「私が教えます！」
は学生自身の取り組み、特技、資
格、活動を通じての成長や失敗
談などを紹介するプログラムで
す。参加したい方はもちろん、紹
介したいことがある方はぜひ学
生生活課にお声かけください。

A
Q

法政に入ったら 
まずは東京六大学
野球応援に行こう！

　2019 年度実施プログラム

 検索  法政大学課外教養プログラム
URL 	http://www.hosei.ac.jp/
	 gakuseishien/project/kagai/

図
書
館

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

学
生
の
視
点
で
、よ
り
魅
力
的
な
図
書
館

に
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、図
書
館
の
新
規
蔵
書
を
選
書
す

る
ツ
ア
ー
や
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、図
書
館
職
員
と
意
見
交
換
す
る
ミ
ー

ティ
ン
グ
・
懇
談
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
本
の
紹
介
コ

ン
テ
ス
ト
）、
P
O
P
の
掲
示
、
テ
ー
マ

別
の
本
の
展
示
な
ど
、図
書
館
を
盛
り
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

本
好
き
な
人
が
多
い
の
で
、
好
き
な
本
を
紹
介
し
あ
う
な
ど
、
本
を

通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
私
達
の
図
書
館
を
よ
り
良
い
場

所
に
し
ま
し
ょ
う
！

◆活動目的................................................
図書館運営や本の選定に学生視点の
アイディアを取り入れ、より魅力的
な図書館にすることを目的に活動し
ます。

◆活動頻度・活動期間..........................
キャンパスによって異なる。（※活動は
キャンパスごとの編成）4 月～12 月

◆昨年度の活動人数・学年構成など....
各キャンパス 5 ～ 20 名程度 

（1 ～ 4 年生）

◆スタッフ募集時期・方法...................
4 ～ 5 月（詳しい募集期間、応募方法
は図書館ホームページをご覧ください）

◆ホームページ........................................
http://www.hosei.ac.jp/library/

◆スタッフ募集に関する
　問い合わせ先........................................
市ケ谷図書館（03-3264-9515） 
多　摩図書館（042-783-2272） 
小金井図書館（042-387-6066）

図書館選書ツアー

大型書店を利用しての図書館選書ツアー。ライブラリー
サポーターが、「学生のみなさんに読んでもらいたい！ 
図書館にこんな本があったらいい！」という思いで、楽し
みながらも真剣に本を選びます。図書館で購入する本
の選定に学生の視点を取り入れることで、他の利用者の
関心を呼び起こし、図書館利用を促進する目的で行っ
ています。購入した図書は貸出をしていますので、図書
館に足を運んでみてください。新しい本との出会いが
あるかもしれません！ ツアーに参加したい方は、4月
頃にライブラリーサポーターを募集しますので、応募を
してください。詳細は、図書館 HPに掲載します！

活動内容（2019年度実績）

●選書ツアー（年 1～ 2回）
大型書店へ行き図書館で購入する本を選ぶ。
●ミーティング・懇談会
図書館サービスについて、図書館職員と意見交換を行う。
●その他
図書館業務体験、本の福袋作成 等

　活動例

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
み
た
い
人

の
た
め
の

コ
ー
ナ
ー

&

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

　
学
生
ス
タ
ッ
フ

法
政
大
学
に
は
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
ティ

ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
ボ
ラ
セ
ン
）
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン

ティ
ア
活
動
を
通
じ
て
、社
会
問
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
自
分
の
視
野

を
広
げ
た
り
、
多
種
多
様
な
人
達
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
、

仲
間
と
協
力
し
合
っ
て
共
通
の
目
的
を
達

成
し
た
り
等
、学
生
の
み
な
さ
ん
が
社
会
に

出
た
時
に
必
要
な
力（
社
会
人
基
礎
力
）を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ボ

ラ
セ
ン
に
は
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
た
だ
単
に
ボ

ラ
ン
ティ
ア
企
画
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

活
動
に
際
し
て
は
他
の
学
生
参
加
者
を
ま

と
め
て
率
い
て
い
く
こ
と
も
実
践
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
も

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
や
学
生
ス

タ
ッ
フ
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

被災地支援・防災啓発関連ボランティア

ボランティアセンターでは、被災地支援や、防災啓発に関わる様々なプロ
ジェクトを実施しています。実際に被災地に赴きボランティア活動をする

「東北被災地ボランティアツアー」では、8月下旬に岩手県遠野市を拠点に
陸前高田市、大槌町で仮設住宅での交流会、公営住宅の草取りや薪割りな
どのボランティア活動と語り部の方から話を聞く震災学習を実施しました。
また、東京でもできる被災地支援、防災啓発活動も積極的に行っています。
企業と共同制作したオリジナルグッズは売上の一部を被災地に募金してい
ます。また、もし大学で被災したら？をテーマに行う「防災キャンプ」は実際
に大学に宿泊し、被災したときの考え方や行動を学んでいきます。この他
にも学生が企画するボランティアプログラムなども実施していますので、興
味のある方は各キャンパスのボランティアセンターまでお越しください。

　活動例

◆活動目的.....................................................
学生のボランティア促進、地域貢献、
被災地支援、防災啓発など
◆活動頻度・活動期間...............................
週一回程度のミーティング、月 1 回のキャンパス周辺
清掃。ペットボトルキャップ回収、ボランティアプロ
グラムの企画・実施、被災地ボランティアツアーなど

◆昨年度の活動人数・学年構成など....
1 ～ 4 年まで 170 名程度
◆スタッフ募集時期・方法........................
スタッフ募集は随時、各キャンパスの
ボランティアセンターで申込み
◆ホームページ.............................................
http://www.hosei.ac.jp/volunteer/about/

学
生
F
D 

　
ス
タ
ッ
フ

教
育
開
発
支
援
機
構
F
D
推
進
セ
ン
タ
ー
学
生
F
D
ス
タ
ッ
フ
は
、
学
習

や
学
生
生
活
を
主
体
性
の
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、

授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
や
学
生
生
活
の
充
実
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
法
政
大
学
を
よ
り
よ
く
す
る
」
主
体
は
学
生
で
す
。
学
生
F
D
ス
タ
ッ
フ
は

学
生
の
声
を
き
ち
ん
と
教
職
員
に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
生
・
教
員
・
職
員
の
間

の
架
け
橋
と
な
り
、「
こ
の
授
業
を
受
け
て
よ
か
っ
た
」

「
後
輩
や
新
入
生
に
お
す
す
め
し
た
い
」
と
思
え
る
授

業
を
た
く
さ
ん
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
学
生
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
ティ
ー
チ
ャ
ー
賞
」な
ど
、授
業

や
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
学
内
外
イ
ベ
ン
ト
を
随
時

企
画・実
行
し
て
い
ま
す
。学
内
外
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
、

教
職
員
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。「
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
改
善
し
た
い
」

と
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
自

分
を
成
長
さ
せ
る
場
に
も
な
り
ま
す
！

学生が選ぶベストティーチャー賞

法政大学では、実際に授業を受けている学生の声を参考に、2014年度より
「学生が選ぶベストティーチャー賞」を実施しています。学生に「良い先生と
はどんな先生か」を考えてもらい、また、ベストティーチャー賞を受賞した教員
の授業改善の取り組みを学内外に公開し、多くの教員の授業改善に役立てて
いただくことで、本学の FD活動を推進していく取り組みです。実施にあたり、
学生 FDスタッフは担当教職員と協力してテーマ設定や実施方法の検討をは
じめ、3キャンパスでの広報活動に積極的に取り組み、その活動は学内外問
わず多くの注目を集める存在となっています。所属キャンパス以外の学生、教
職員との交流等、学生 FDスタッフしかできないことを経験してみませんか。

　活動例

◆活動目的........................................................
学生の目線から、法政大学の教育や学び
の質の向上を目的とした取り組み（Faculty 
Development）を企画・実施します。
◆活動頻度・活動期間..................................
ミーティングを通じて、「学生が選ぶベスト
ティーチャー賞」をはじめ、学内外イベン
トを随時企画・実行しています。また、他
大学の学生 FD イベント等に参加し、学生
スタッフ・教職員と交流、連携を行います。
◆昨年度の活動人数...........................14 名

◆スタッフ募集時期・方法...........................
電話またはメールにて随時応募可能です。
ミーティング等の見学も大歓迎ですので、
興味がありましたら、お気軽にお問い合
せください。
◆ホームページ................................................
http://www.hoseikyoiku.jp/fd/staff/
◆スタッフ募集に関するお問い合わせ.......
学務部教育支援課 

（03-3264-9929、kyoiku@hosei.ac.jp）

Peer Net Community Peer Net Community

博報堂株式会社よりスピーチライターの方を
お呼びし、伝わりやすい話し方についてレク
チャーを受けました。
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障
が
い
学
生
サ
ポ
ー
ト  

　
ス
タ
ッ
フ

障
が
い
学
生
支
援
室
で
は
、障
が
い
の
あ
る
学
生

が
そ
の
他
の
学
生
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
講
義
を
受

講
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
「
講
義
保
障
」
を

中
心
に
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
が
社
会
へ
出
る
た

め
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
障
が
い
の
あ
る
学
生

と
支
援
学
生
の
双
方
が
成
長
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

講
義
保
障
を
中
心
と
し
た
支
援
室
の
活
動
は
、

そ
の
多
く
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
法
政
に

入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
、
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク

講
座
を
受
け
、学
生
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

◆活動目的..........................................................
ノートテイク、パソコンテイク等を行い様々
な障がいのある学生の講義保障を行います。
◆活動頻度・活動期間....................................
授業期間内で、支援室登録している障が
い学生の希望する授業のサポートをする。
◆スタッフ募集時期・方法.............................
市ケ谷 4 月〜随時、多摩 5 〜 6 月、 
小金井 未定（※ホームページでご案内しま
す。興味のある方はいつでも小金井問い合
わせ先まで。）
◆ホームページ..................................................
http://www.hosei.ac.jp/campuslife/
support/shienshtsu/shienshitsu.
html

◆スタッフ募集に関する問い合わせ先.........
障がい学生支援室 市ケ谷 

（03-3264-6718、ishien@hosei.ac.jp） 
障がい学生支援室 多摩 

（042-783-4038、tmshien@hosei.ac.jp） 
障がい学生支援室 小金井 

（042-387-4556、kshien@hosei.ac.jp）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
ス
タ
ッ
フ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
法
政
大
学
を
目
指

す
受
験
生
・
高
校
生
に
対
し
、
各
学
部
学
科

で
の
学
び
、
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力

な
ど
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
学
生
ス
タ
ッ

フ
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
公
募
し
て
い
ま
す
。
法

政
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
は
、

学
生
が
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
こ
と
。

教
職
員
と
協
力
を
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
も
、法

政
で
の
学
び

や
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を

紹
介
し
、
未

来
の
法
政
大

学
生
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま

せ
ん
か
？

◆活動目的........................................................
オープンキャンパススタッフとして、受験
生・高校生に法政大学のさまざまな魅力
を伝えます。
◆活動頻度・活動期間..................................
5 月頃から実施当日に向けてミーティン
グ、展示物制作などの準備を行い、夏
休み期間の 8 月にオープンキャンパスを
開催します。
◆昨年度の活動人数・学年構成など.......
市ケ谷 約 270 名
多摩 約 90 名 
小金井 約 100 名
※各キャンパス1～ 4 年生が在籍してい

ます。

◆スタッフ募集時期・方法...........................
毎年 4 ～ 5 月頃にキャンパスごとに募集
する予定です。募集方法はキャンパスご
とに異なります。
◆ホームページ.......................
http://nyushi.hosei.
ac.jp/event/oc
◆スタッフ募集に関する 
　問い合せ先...........................
市ケ谷：入学センター 
　　　　（03-3264-9300） 
多　摩：多摩事務部学務課 
　　　　（042-783-2041） 
小金井：小金井事務部学務課 
　　　　（042-387-6026）

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ス
タ
ッ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
は
、文

系
の
学
生
が
サ
イ
エ
ン
ス
を
体
験
的
に
学
ぶ
正
課

外
学
習
活
動
で
す
。
活
動
内
容
は
、
月
に
１
回
程

度
、理
科
実
験
を
中
心
に
し
た
定
例
会
と
そ
の
他
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

法
政
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
磨
い
た

実
験
の
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
の
は
、た
と
え
ば
液
体
窒
素
を
使
っ
た
実
験
。

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
」や「
な
ん
で
も
凍
ら
せ
て

み
よ
う
」で
は
花
や
食
品
を
凍
ら
せ
る
な
ど
、
驚
き

と
親
し
み
を
感
じ
、楽
し
め
る
内
容
で
す
。

他
に
も
、様
々
な
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

理
科
が
大
好
き
な
方

は
も
ち
ろ
ん
、理
科
は

苦
手
で
も
実
験
に
は

興
味
が
あ
る
!!
と
い

う
皆
さ
ん
、ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆活動目的...............................................
苦手意識を持ったり、自分には関
係ないと思っている学生たちに自然
科学の面白さを伝えます。
◆活動頻度・活動期間.........................
月に１回程度定例会を開催し、８月
はオープンキャンパス、９月は法政
フェアに参加します。
◆現在の活動人数・学年構成など...
市ケ谷キャンパス１～４年生約 50
名が在籍しています。
◆スタッフ募集時期・方法..................
随時募集していますので、お気軽
にお問い合わせください。

◆ホームページ.......................................
http://www.hosei.ac.jp/kyoiku_
kenkyu/kenkyusho/another/
src.html
◆スタッフ募集に関する問い合わせ先.......
BT9 階 自然科学センター 

（03-3264-4142）
多

摩

地

域

交
流
セ
ン
タ
ー

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
に
は
、

町
田
市
、
八
王
子
市
、
相
模
原

市
と
い
っ
た
自
治
体
に
多
様
な
地

域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

直
面
し
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、

地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
、

学
生
な
ら
で
は
の
発
想
や
行
動
力

で
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
実
践
活

動
に
た
く
さ
ん
の
学
生
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
主
体
的
な

近
隣
地
域
で
の
活
動
を
、『
開
か

れ
た
知
と
学
び
―
地
域
ま
る
ご
と

キ
ャ
ン
パ
ス
』を
掲
げ
て
応
援
す
る

「
多
摩
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
、
こ

ん
な
と
き
に
は
多
摩
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
地
域
で
何
か
し
た
い
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

■
先
輩
た
ち
は
ど
ん
な
地
域
活

動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

■
地
域
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
・

団
体
を
学
内
で
作
り
た
い
。

■
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
を
し

た
い
。

■
地
域
活
動
の
助
成
金
に
応
募

し
た
い
。（
当
セ
ン
タ
ー
独
自
の

「
多
摩
地
域
交
流･

連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
助
成
金
」も
あ
り
ま
す
）

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

　
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
の
皆
さ
ん
が
自

身
の
キ
ャ
リ
ア（
将
来
、
進
路
、
就
職
）に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
は
進
路
が
決
定
し
て
い
る
４

年
生
で
構
成
さ
れ
、秋
学
期
の
約
３
ヶ
月
間
、後

輩
の
進
路
選
択
や

就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

学
生
な
ら
で
は
の

視
点
で
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、

自
身
の
経
験
を

も
と
に
後
輩
へ
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。◆活動目的..........................................................

1．キャリアセンターの案内 
2．1 ～ 3 年生の進路相談 
3．イベントの企画・運営
◆活動頻度・活動期間....................................
10 月～１月（予定） 
進路相談は、各サポーター週 2 日程度。 
イベントは、上記期間中随時実施。 
詳細は、キャリアセンター掲示板や Web
等で発表します。
◆活動拠点..........................................................
市ケ谷キャンパス キャリアセンター 

（外濠校舎 2 階） 
多摩キャンパス キャリアセンター 

（総合棟 2 階）

◆昨年度の活動人数・学年構成など.........
市ケ谷 20 名、多摩 17 名（4 年生）
◆スタッフ募集時期・方法.............................
6 月以降募集開始予定 
募集方法は、各キャンパスにより異なり
ます。 
詳細は、キャリアセンター掲示板や Web
等で発表します。
◆ホームページ..................................................
http://www.hosei.ac.jp/
careercenter/index.html
◆スタッフ募集に関する問い合わせ先.......
キャリアセンター市ケ谷事務課 

（03-3264-9613） 
キャリアセンター多摩事務課 

（042-783-2171）

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

　
学
生
ス
タ
ッ
フ

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留
学
生
と
の
交
流
を

促
進
し
た
り
、
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
た
り
す
る
た
め
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
、
異
文
化
交
流
に
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

◆活動目的....................................................
さまざまな活動を通じて、留学生との交
流を促進し、キャンパスのグローバル
化およびグローバル人材育成を推進す
るための活動を行います。
◆活動頻度・活動期間..............................
活動内容により、週１回から３回程度
の活動を行っています。
活動期間はさまざまです。
留学生を迎える日だけの
活動やイベント開催に向
けて半年間活動するもの、

２週間のプログラム期間中、継続的に
活動する内容であったり、学期を通じ
て活動したりする内容があります。
◆スタッフ募集時期・方法.......................
随時、ホームページにて募集します。
◆ホームページ............................................
http://www.global.hosei.ac.jp/

学
習
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
学
生
ス
タ
ッ
フ

学
習
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
L
ス
テ
）は
ピ
ア（
仲
間
）

サ
ポ
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
す
。

L
ス
テ
で
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
た
ち
で

作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
他
の
学
生
の

「
学
び
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
た
め
の
様
々
な
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、ぜ
ひ
L
ス
テ
で
友
だ
ち
の「
学
び
」

を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

◆活動目的..........................................................
本学学生が他の学生に様々な学びの機会
を提供するピアサポート活動を行う中で、
自らも学ぶ喜びを知る。
◆活動頻度・活動期間....................................
新入生サポーターは 4 月、L ステスタッ
フは春学期・秋学期の各授業実施期間中
の週 1 回程度。
◆昨年度の活動人数・学年構成など.........
27 名（2019 年度 秋学期） 
1 年生 2 名、2 年生 7 名、3 年生 10 名、
4 年生 8 名
◆スタッフ募集時期・方法.............................
年 2 回（7 月、12 月頃）・ホームページ
等で募集。

◆ホームページ..................................................
http://peernet.i.hosei.ac.jp/
lstation/
◆スタッフ募集に関する問い合わせ先.........
学習ステーション（03-3264-9072）

新入生サポート：新入生サポートで
は、大学に入学したばかりの新入生が、
大学生活を始めるにあたって抱く様々な
不安に、先輩である学生スタッフが自身
の経験談をまじえながら新入生のニー
ズにあったサポートをしています。4月
上旬から中旬にかけて、特設の相談コー
ナーを設けて実施しています。お問い
合せは学習ステーションまで。

新入生対象講演会：学生スタッフの
企画により、新入生を対象に 2019年度
は「尾木ママに聞こう～大学生のはじめ
の一歩～」と題した講演会を開催しまし
た。マスメディアでおなじみの「尾木マ
マ」こと尾木直樹教授を講師に迎え、法
政大学の特徴とサポート体制について、
また、大きく変化をしていく「学び」や国

際社会の動きについてお話いただきま
した。質疑応答では、新入生が大学生
活を送る上で感じている不安や疑問に
ユーモアを交えて答える場面もありまし
た。学生スタッフ自らが講師への依頼、
イベントの告知、会場設営の準備、当日
の運営に至るまでのすべてのプロセスを
主導して、開催が実現しました。

学び場ガイド作製：学び場ガイド作
製プロジェクトを立ち上げ、本学 3キャ
ンパスにおける「学び」を総合的に紹介す
る「学び場ガイド」を学生スタッフ自らが
冊子の取材・編集・校正に携わり、作成
しました。同ガイドブックは、「学び」の
多様な側面から皆さんのキャンパスライ
フを充実させるツールとしてぜひ活用し
てください。

　活動例　2019 年度実施プログラム

Peer Net Community Peer Net Community

①	交換留学生の学生生活を支える
	 Hosei University Buddy system

②	短期日本語プログラム（夏季・春季）
	 の学生ボランティアスタッフ

③	日本語教育プログラム (JLP)
	 学生スタッフ

④	日本語教育プログラム（JLP）
	 授業ボランティア

⑤	年１回開催する『法政グローバル
	 デイ』学生スタッフ

学生スタッフ型プログラム：毎日
午後に、学生スタッフによる学生ス
タッフの強みや経験を活かした、90
分間の正課授業に結びつくようなプ
ログラムを実施しています。プログ
ラムを通じて、学部学年を越えた仲
間との出会いがあります。

学生企画型プログラム：学生ス
タッフが企画した正課授業に結び
つくようなプログラムを不定期に実
施しています。フィールドワーク等
を行うこともあります。細かなスケ
ジュール管理などが求められ大変
ですが、必ず自身の成長にも繋がり
ます。

Lステゼミ：教員が講師となって行

うショートゼミです。昼休みに 30
分で実施されるものから、授業時間
中に 80分程度で実施されるものま
で、不定期に開催しています。内容
は、教員の専門分野から趣味に関す
ることまで、様々なテーマで実施さ
れます。

職員トーク：昼休みに開催される
本学職員との 30分の交流会です。
身近な社会人である大学職員の様々
な就業体験を聴くことができます。

OB・OGトーク：昼休みに開催
される本学 OB・OGとの 30分の
交流会です。OB・OGから自らの就
業体験や学生時代のことなどを聴く
ことができます。


